
収入（費目） 収入（金額） 前年度 支出（費目） 支出（金額） 前年度

指定管理料 75,743千円 （71,510千円） 人件費 62,102千円 （52,132千円）

その他収入 3,463千円 （3,277千円） 施設管理費 14,975千円 （14,004千円）

事業収入 50千円 （0千円） 文化事業費 1,892千円 （2,211千円）

事務費 1,240千円 （1,075千円）

収入 ― ― 支出 ― ―

（7）利用者アンケート等による
　　市民からの意見・要望等へ
　　の対応

（8）その他

・利用者からの要望を受け、プレイルームのマットスペースを拡張した。
・ラウンジの椅子の経年劣化が著しいものから計画的に修繕を実施した。

　市民活動団体との協働によるイベントの開催や、利用者アンケートの実施、市民協働推進課が開催する市民活
動サポートセンター運営協議会及び利用者懇談会への出席等により、市民活動団体からの意見・要望を反映し
ながら管理運営を行った。

令和７年度指定管理者評価シート

さいたま市市民活動サポートセンター

①所在地
　さいたま市浦和区東高砂町１１番１号　コムナーレ９階
②施設の設置目的
　市民活動を支援し、その活性化を図るための施設
③施設の概要
　【開館】　平成１９年１０月
　【構造】　鉄筋コンクリート造・鉄骨造　地上１０階　地下４階（９階部分）
　【施設面積】　3,216.54㎡
　【主な施設】　ラウンジ（南・中央・北）、多目的展示コーナー、印刷作業室

公益財団法人さいたま市文化振興事業団

（6）収支状況

①指定期間
　令和３年４月１日～令和８年３月３１日
②指定管理料（直近3か年）
　令和５年度71,566千円、令和６年度71,510千円、令和７年度75,743千円

①運営業務の状況（利用状況含む）
◇利用状況
　・来館者数  397,789人(前年度380,370人）

◇業務実施状況
　・市民活動に関する活動の場の提供業務
　・市民活動に関する交流の促進業務
　・市民活動に関する情報の収集及び提供業務
　・市民活動に関する相談業務
　・市民活動に関する学習の機会の提供業務
　・総合案内業務
　・その他市民活動及び協働の推進に必要な業務

②維持管理業務の状況
　・施設、設備等の保守管理及び修繕を実施

③その他の業務
　 なし

１．管理運営の状況等

（1）施設名

（3）指定管理者

（2）施設概要

（4）指定期間、指定管理料

（5）施設の管理運営の内容

【自主事業】



（指定管理者から提案のあった項目の達成状況）

（1）指定管理者による評価

（2）さいたま市の評価（評価担当課：市民局市民生活部市民協働推進課）

　施設の利用情報や講座情報、市民活動団体の紹介記事等を記載したサポセン通信を市民ボランティアと協働
して年６回発行し、サポートセンターホームページ「さポット」により情報発信を行った。
　また、講座やイベント等については、Ｘ（旧Twitter）や情報誌SaCLa等でも情報発信を行い、より多くの方への情
報提供に努めた。

　週に1回法律相談を、月に１回会計相談を実施した。
　多目的展示コーナーの利用に関する相談に対し、展示やレイアウト方法について案内や提案を行った。
　また、市民活動全般に関する相談に対し、サポートセンター職員が対応し、必要に応じて調査や他の団体との
連絡調整を行った。さらに、相談ブースを新設し、市民活動に関する相談がしやすい環境を構築した。

市民活動に関する学習の機会
の提供業務

総合案内業務

その他市民活動及び協働の推
進に必要な業務

　様々な申請や問合せに対し、丁寧な対応を心掛けた。

・さいたま市市民活動サポートセンター条例等を遵守し、コンプライアンスを徹底したうえで、適正・公平・公正な管理運営を実施しました。
・市民活動サポートセンターの３つの理念である「市民に対して開かれた」、「市民とともに成長する」、「集まりやすく居心地のよいセンター」を基本
に据え、季節感を取り入れた市民活動紹介展示など、親しみやすく利用しやすい環境づくりに務めました。併せて、更なる市民活動の活性化に向
けた各種取り組みを行いました。
・市民活動に関する多様な相談ニーズに対応するため、相談ブースを新設し、利用者が気軽に相談しやすい環境を整備しました。また、来館が
難しい市民にも支援を届けるため、出張相談会を実施し、支援対象の拡大を図りました。

総合評価（B）※A～Ｄ

①市民の平等利用、市民サービスの向上、利用促進
　さいたま市市民活動サポートセンター条例等を遵守し、適正かつ適切で公平・公正な管理運営を行っていた。
　また、案内掲示物を更新し、季節ごとに飾り付けを変更する等、居心地のよいセンターとなるよう取り組んでいた。
　さらに、相談ブースを新設し、利用者が気軽に相談しやすい環境を整備することで、市民サービスの向上に努めていた。
②経費の削減
　印刷作業室の利用減により、収入が当初の見込みを下回ったが、概ね予算内で調整ができていた。
③適正な管理運営の確保
　故障した設備を修繕し、利用者が快適に利用できるよう施設環境の整備を行っていた。
　職員による日常的な巡回点検を行い、事故等の防止に努めていた。
２　総合評価
　適正かつ適切で公平・公正な管理運営を行うとともに、利用者の意見を反映した管理運営に努めている。

　市民活動及び協働に関する調査研究のため、他自治体の市民活動支援施設への視察を行った。
　市民活動サポートセンター運営協議会及び利用者懇談会への出席や、市民活動団体との交流により、市民活
動団体の意見・要望等の把握に努めた。

３．評価

市民活動に関する活動の場の
提供業務

提案内容

２．提案内容の達成状況

達成状況

　ラウンジ、印刷作業室、団体ロッカー等の管理運営を適正かつ適切に行い、市民が快適に施設利用できるよう
に努めた。
　また、フリーＷｉ-Ｆｉの設置やオンライン会議室の貸出しを行った。

　市民活動団体のスキルアップや市民活動の担い手を育成するための講座を年に11回開催し、そのうち３回は
浦和区以外の会場で開催した。

市民活動に関する交流の促進
業務

　市民活動団体のＰＲ、市民活動団体相互の交流や親睦、市民活動への理解・関心を高め、市民活動への市民
参加を促進することを目的に、「市民活動サポートセンターフェスティバル」や「コミセンまつりマッチング事業」、
「SaCLaアーツ×市民活動団体コラボ事業」等の交流イベントを開催した。

市民活動に関する情報の収集
及び提供業務

市民活動に関する相談業務



（3）来年度の管理運営に対する指導事項等

　引き続き利用者の意見を反映した管理運営に努めながら、市民活動団体のニーズを把握し、ニーズに
即した支援に取り組むこと。
　相談事業について、引き続き丁寧な対応を心掛け、相談事業のさらなる充実を図ること。
　ＳＮＳを活用するなど、情報発信のさらなる強化に努めること。


